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生
活
困
窮
家
庭
の
子
ど
も
は
適
切
な
食
習
慣

や
生
活
習
慣
が
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
歯

や
肥
満
な
ど
健
康
へ
の
悪
影
響
が
出
て
い
る
可

能
性
が
高
い
こ
と
が
一
部
の
調
査
か
ら
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
現
時
点
で
健
康
問
題
が
生
じ

て
い
な
く
て
も
、
子
ど
も
時
代
の
偏
っ
た
食
習

慣
や
生
活
習
慣
は
成
人
期
に
も
引
き
継
が
れ
、

将
来
の
生
活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
を
高
め
て

し
ま
う
た
め
、
早
期
の
介
入
は
予
防
的
観
点
か

ら
も
重
要
だ
。
一
方
で
、
生
活
困
窮
家
庭
の
子

ど
も
の
健
康
状
態
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
成
人
に

比
べ
る
と
不
足
し
て
い
る
。
対
策
を
講
じ
て
い

る
自
治
体
も
、
少
な
い
の
が
現
状
だ
。

　

今
月
号
で
は
、
生
活
困
窮
家
庭
の
子
ど
も
の

健
康
問
題
に
つ
い
て
、
現
状
報
告
と
と
も
に
対

策
に
動
き
出
し
た
自
治
体
の
事
例
な
ど
を
取
り

上
げ
る
。

28 医療現場で子どもの貧困に気づき支援する
◎和田 浩（健和会病院）

8 子どもの貧困は健康にどう影響するか
◎藤原武男（東京医科歯科大学大学院）

32 NPOの立場から行政に望むこと
◎徳丸ゆき子（大阪子どもの貧困アクショングループCPAO）

14 生活困窮家庭の子どもの食生活
◎村山伸子（新潟県立大学）

36 〈事例 1〉行政の壁を越え子どもの健康・生活実態調査を実施　　　　  ～東京都足立区の取り組み～
◎馬場優子（足立区衛生部）

18 デンタルネグレクトにより生じる子どもの口腔崩壊と健康格差
◎香西克之（広島大学大学院）

42 〈事例 2〉上尾市の「食育支援プログラム」の取り組み
◎藤田恭子（上尾市健康福祉部）

24 学校保健の現場で何が起きている？
◎秋山千佳（ジャーナリスト）
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│
番
場
さ
ん
は
、
震
災
前
か
ら
南
相
馬
市
で
学
習

塾
を
経
営
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
被
災
当
日

は
ど
ん
な
状
況
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

番
場　

塾
に
は
中
学
生
を
メ
イ
ン
に
、
小
学
生
や

高
校
生
も
含
め
、
１
１
４
名
の
生
徒
が
在
籍
し
て

い
ま
し
た
。
震
災
当
日
は
、
午
前
中
に
中
学
校
の

卒
業
式
が
あ
っ
た
の
で
、そ
れ
に
出
席
し
た
あ
と
、

古
い
家
屋
を
借
り
て
営
ん
で
い
た
塾
に
戻
り
ま
し

た
。
そ
の
日
の
授
業
の
た
め
に
英
単
語
を
コ
ピ
ー

し
よ
う
と
、
コ
ピ
ー
機
の
前
に
立
っ
た
と
き
、
突

然
大
地
が
大
き
く
揺
れ
動
い
た
の
で
す
。
崩
壊
し

て
下
敷
き
に
な
っ
た
ら
困
る
と
思
い
、
と
っ
さ
に

ス
リ
ッ
パ
の
ま
ま
外
へ
飛
び
出
し
ま
し
た
。

　

当
然
な
が
ら
、
授
業
は
中
止
。
３
月
11
日
を
境

に
生
徒
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
の
で
す
。

│
外
に
飛
び
出
し
て
か
ら
、ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
。

番
場　

と
り
あ
え
ず
家
の
様
子
を
見
に
い
こ
う

と
、
車
を
走
ら
せ
ま
し
た
。
普
段
な
ら
直
進
し
て

い
た
道
路
を
、
な
ぜ
か
そ
の
日
は
、
た
ま
た
ま
右

に
曲
が
っ
て
行
っ
た
の
で
す
。
も
し
直
進
し
て
い

た
ら
、
津
波
に
飲
み
込
ま
れ
、
命
が
な
か
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
と
に
な
っ
て
か
ら
、
友
人
が

津
波
の
航
空
映
像
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
も

の
す
ご
く
近
い
と
こ
ろ
ま
で
津
波
が
来
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
、
ぞ
っ
と
し
ま
し
た
ね
。

│
震
災
後
、
避
難
は
さ
れ
た
の
で
す
か
。

番
場　

福
島
原
発
か
ら
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
は

避
難
指
示
が
出
ま
し
た
が
、
私
が
住
ん
で
い
た
原

町
地
区
は
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
で
、
屋
内
退
避

指
示
で
し
た
。
家
も
屋
根
が
壊
れ
た
く
ら
い
だ
っ

た
の
で
、
住
め
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
周
囲
の
人
た
ち
は
み
ん
な
不
安
を
覚
え
、
避

難
し
て
い
き
ま
し
た
。
わ
が
家
も
当
時
、
父
が
白

血
病
を
患
っ
て
い
た
の
で
（
今
は
完
治
し
て
元
気

番
場
さ
ち

さ
ん

子
● 

聞
き
手 

…
…
…
… 

白
井
美
樹
（
ラ
イ
タ
ー
）

●ピープル ●

◉
一
般
社
団
法
人
ベ
テ
ラ
ン
マ
マ
の
会
代
表
理
事

　

番
場
さ
ち
子
さ
ん
は
、
東
日
本
大
震
災
後
、
福
島
県
南
相
馬
市
で
不
安
を
抱
え
る
若
い
母
親
や
子
ど
も
、
高
齢
者
た
ち
の

精
神
的
サ
ポ
ー
ト
を
し
よ
う
と
「
ベ
テ
ラ
ン
マ
マ
の
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
放
射
性
物
質
に
関
す
る
風
評
被
害
や
偏
見
を
払

拭
す
る
こ
と
に
も
惜
し
み
な
い
尽
力
を
し
続
け
て
き
た
。
そ
ん
な
番
場
さ
ん
の
、
震
災
後
の
歳
月
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

放
射
性
物
質
の
正
し
い
情
報
を
伝
え
て
い
く
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
南
相
馬
の
人
た
ち
を
支
え
て
い
き
た
い
。
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「自殺総合対策を効果的に進めるために」特 集

◎自殺総合対策大綱のポイント 本橋 豊（自殺総合対策推進センター）

◎地域自殺対策推進センターの役割 半場有希子（長野県精神保健福祉センター）

◎市町村自殺対策計画の事例1・鹿児島市 〈取材〉

◎市町村自殺対策計画の事例2・帯広市 佐伯裕一（帯広市保健福祉部）
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◎「自殺対策大綱を計画でこう活かそう～陸前高田市、浦安市に学ぶ～」
　　　岩室紳也（ヘルスプロモーション推進センター）

◎座間市の事件の再発防止に向けた取り組み
厚生労働省社会・援護局自殺対策推進室

◎若者の自殺対策について 伊藤次郎（非営利活動法人ＯＶＡ）

佐野佳香さん（牧之原市健康福祉部健康推進課）ひよこ、ホップ、ステップ、ジャンプ！

永易至文さん（行政書士、パープルハンズ事務局長）ピープル

地域診断から始まる若年妊婦支援特別寄稿

【新連載】　子どもの脳を守る 友田明美（福井大学子どもの心の発達研究センター）

【新連載】　折れない心（仮題） 諸富祥彦（明治大学）

【新連載】　シリーズ「希少疾患の光明」 編集部

【新連載】　「育ち」に寄り添う（仮題） 山口浩明（柳川リハビリテーション学院）
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2017 年 7 月号
特集1「高齢者のフレイル対策」
注目を浴びる高齢者のフレイルについて厚生労働省や
学識経験者の解説をはじめ、自治体の先行事例を紹介
する。

特集 2「 自治体のストレスチェック制度と保健
師の役割」

自治体の職場においても心の病による長期休業者が増
えるなか、保健師がストレスチェック制度で押さえる
べきポイントと取り組みの好事例を紹介。

2017 年 9 月号
特集1「医療的ケア児を支援する」
医療的ケア児の抱える問題や国の施策について解説す
るほか、自治体の保健師の役割について事例を中心に
紹介する。

特集 2「乳幼児の予防接種へのサポート 」
意外と受け忘れや誤接種が多いのが予防接種。啓発の
重要性を説くとともに、自治体の取り組み事例を紹介。
ロタウイルス感染症の最新情報も。

2017 年 11 月号
座談会「第三期の特定健診・保健指導に備える　
　　　　PART1」
直営で市町村国保の特定保健指導実施率の目標を達成
した 2市の保健師が出席。保健指導実施率を高めた
と秘けつと今後の課題を聞く。

特集「多職種で取り組む災害時の食支援 」
避難所で配られる食事は高齢者などには向いていない
ものも多くある。災害食支援の専門家が立場からアド
バイス。

2018 年 1 月号
　　　　「精神障害にも対応した地域包括ケア
　　　 システムに保健師はどう関わるか」
保健師の関わりを中心に、地域包括ケアの本来のあり
方について、精神科医と保健師が意見を交わす。

　　　　「第三期の特定健診・保健指導に備える
　　　 PART2　～アウトソーシングに着目して～ 」
特定健診・保健指導でアウトソーシングにより効果を
出すコツを話し合う。

2017 年 5 月号
特集「 保健師業務の認知度を高める」
第 1部の座談会では保健師業務を理解してもらうた
めの方策を議論。第 2部は他職種の専門家から保健
師への期待と提言。保健師の目と他職種の目で、保健
師のアピール方法を浮き彫りにする。
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2017 年 1 月号
新春座談会「 児童福祉法等の改正と今後の保健

師活動」
新たな制度下において、保健師が児童虐待予防にいか
に関わるのかを議題としながら、今後の母子保健の在
り方や保健師のアイデンティティーなどを描き出す。

特集「災害関連死を未然に防ぐ」
避難生活の長期化により持病が悪化し死亡するなど、
災害関連死に結び付きやすい事柄について、被災者の
支援に当たっている医師、歯科医師が解説する。

【在庫切れ】

2017 年 3 月号
座談会「 これからの地域保健と地域福祉　
　　　～地域共生社会における『保健』の役割を考える」
公的な福祉サービスと協働して助け合いながら暮らす
「地域共生社会」は保健福祉改革を貫く基本コンセプ
ト。この動きに「保健」はどう絡んでいくか。

特集「高齢者虐待への対応　
　　～介護家族への支援に焦点を当てて」
老老介護も珍しくなくなった今日、介護家族の支援に
焦点を当て、支援の重要性を説くとともに介入方法を
紹介する。

【在庫切れ】

新春
座談会1

新春
座談会2




